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一
、
神
道
考
古
学
の
四
段
階

　

大
場
磐
雄
の
学
問
を
も
っ
と
も
特
徴
付
け
る
「
神
道
考
古
学
」
は
、
弟
子
の
佐
野
大
和
に
よ
っ
て
「
考
古
・
民
俗
・
文
献
三
位
一
体
の

神
道
研
究
（
（
（

」
あ
る
い
は
「
い
う
所
の
「
古
代
学
」
で
あ
り
、「
新
国
学
」
で
も
あ
っ
た
」
と
評
さ
れ
て
い
る
（
佐
野
一
九
七
六
、三
〇
八
頁
）。

民
俗
資
料
・
文
献
資
料
に
依
拠
す
る
部
分
が
多
い
こ
と
、
時
期
・
地
域
を
特
定
し
な
い
日
本
古
来
の
信
仰
の
探
求
と
い
っ
た
点
で
師
で

あ
る
折
口
信
夫
の
「
古
代
」
と
対
象
が
類
似
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、「
神
道
考
古
学
」
の
基
本
的
な
性
格
を
良
く
示
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、

し
ば
し
ば
こ
の
言
葉
を
引
用
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
場
の
神
道
考
古
学
的
な
研
究
を
跡
付
け
て
み
る
と
、
必
ず
し
も
上
述
の
性

格
ば
か
り
で
は
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
、
神
道
考
古
学
の
形
成
・
展
開
過
程
を
対
象
や
方
法
論
の
面
か
ら
次

の
四
段
階
に
区
分
し
た
（
中
村
二
〇
〇
八
ｂ
（
（
（

）。

「
古
代
学
」
と
し
て
の
考
古
学
・「
神
道
史
」
と
し
て
の
考
古
学

─
大
場
磐
雄
の
子
持
勾
玉
論
を
め
ぐ
っ
て
─

中

村

耕

作
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第
一
段
階
：�

石
器
時
代
研
究
の
一
環
と
し
て
の
宗
教
思
想
研
究
（
土
偶
論
・
石
棒
論
な
ど
（
（
（

）
や
、
民
俗
学
的
な
研
究
の
段
階
。

第
二
段
階
：�

昭
和
二
年
の
「
神
社
と
考
古
学
」
の
発
表
や
三
倉
山
と
の
出
会
い
以
降
、
神
社
局
に
移
り
職
務
と
し
て
神
社
調
査
を
行
う

傍
ら
、
精
力
的
な
祭
祀
遺
跡
の
調
査
を
は
じ
め
た
段
階
。

第
三
段
階
：�

昭
和
一
〇
年
の
「
神
道
考
古
学
の
提
唱
と
其
の
組
織
」
か
ら
、
学
位
論
文
「
祭
祀
遺
蹟
の
研
究
」
を
経
て
、
昭
和
三
九
年
の

「
神
道
考
古
学
の
体
系
」
に
至
る
段
階
。
特
徴
的
な
自
然
景
観
を
対
象
と
す
る
祭
祀
遺
跡
の
文
献
・
民
俗
事
例
・
考
古
資

料
三
種
の
資
料
か
ら
の
考
察
を
研
究
の
中
心
と
し
た
も
の
で
、『
神
道
考
古
学
論
攷
』『
祭
祀
遺
蹟
』
に
主
要
な
成
果
が
収

録
さ
れ
た
。

第
四
段
階
：�

第
三
段
階
後
半
か
ら
最
晩
年
の
『
考
古
学
上
か
ら
見
た
古
氏
族
の
研
究
』
に
至
る
時
期
で
、
祭
祀
遺
跡
と
古
氏
族
の
関
係

な
ど
の
祭
祀
遺
跡
の
歴
史
的
脈
絡
の
検
討
や
歴
史
時
代
の
祭
祀
、
信
仰
対
象
の
不
明
瞭
な
集
落
内
祭
祀
な
ど
、
第
三
段
階

と
は
異
な
っ
た
資
料
の
検
討
を
行
っ
た
段
階
。

　

こ
の
う
ち
、
佐
野
が
上
記
の
よ
う
に
評
価
し
た
の
は
第
三
段
階
の
諸
業
績
を
対
象
と
し
て
い
る
。
第
三
段
階
は
時
間
的
に
も
長
く
、『
神

道
考
古
学
論
攷
』『
祭
祀
遺
蹟
』
に
収
録
さ
れ
た
諸
論
文
の
多
く
が
、
対
象
と
な
る
考
古
資
料
を
列
挙
し
た
上
で
民
俗
資
料
・
文
献
資
料
か

ら
そ
の
意
味
を
解
釈
す
る
と
い
う
論
法
を
と
る
。
逆
に
言
え
ば
現
在
の
神
社
や
民
俗
に
見
ら
れ
る
信
仰
が
古
墳
時
代
ま
で
遡
り
う
る
こ
と

を
考
古
資
料
か
ら
証
明
す
る
と
い
う
方
法
論
で
あ
る
（
中
村
二
〇
〇
九
）。

　

た
だ
し
、
第
四
段
階
の
特
徴
と
し
た
具
体
的
な
時
間
・
空
間
・
集
団
を
措
定
す
る
視
点
は
昭
和
一
二
年
の
「
考
古
学
上
よ
り
見
た
氏
族

と
神
社
」
の
議
論
（
後
述
）
や
、
昭
和
一
三
年
の
「
南
豆
洗
田
の
祭
祀
遺
跡
」（
大
場
ほ
か
一
九
三
八
）
で
の
「
賀
茂
氏
」
の
東
方
移
住
の
問

題
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
第
三
段
階
と
し
た
時
期
の
初
期
か
ら
認
め
ら
れ
る
。

　

で
は
、
こ
れ
ら
第
三
段
階
的
視
点
と
第
四
段
階
的
視
点
は
、
い
か
な
る
背
景
の
も
と
に
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
上
述
し
た
よ
う
に
前
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者
に
つ
い
て
は
折
口
信
夫
の
影
響
の
下
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
具
体
的
な
影
響
関
係
に
つ
い
て
は
土
偶
の
解
釈
を
め

ぐ
る
議
論
（
深
澤
二
〇
〇
五
（
（
（

）
を
除
い
て
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
ま
た
、
後
者
に
つ
い
て
も
論
じ
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
が
、
晩

年
の
「
古
氏
族
論
」
の
源
流
が
那
辺
に
あ
る
の
か
は
重
要
な
課
題
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
具
体
例
と
し
て
子
持
勾
玉
を

め
ぐ
る
著
作
を
素
材
と
し
て
、
若
干
の
考
察
を
行
い
た
い
。

二
、
大
場
磐
雄
の
子
持
勾
玉
性
格
論

（
一
）
子
持
勾
玉
の
性
格
を
め
ぐ
る
先
行
研
究

　

子
持
勾
玉
は
「
大
型
の
勾
玉
の
表
面
に
勾
玉
の
小
型
省
略
形
す
な
わ
ち
子
を
つ
く
り
だ
し
た
も
の
」
で
あ
り
、
古
墳
時
代
の
五
世
紀
中

ご
ろ
か
ら
七
世
紀
に
用
い
ら
れ
た
滑
石
製
品
で
あ
る
（
椙
山
二
〇
〇
二
）。
近
年
の
集
成
で
は
韓
国
の
七
点
を
含
む
四
四
八
点
が
確
認
さ

れ
て
い
る
（
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
二
〇
〇
二
）。
そ
の
異
様
な
形
状
か
ら
近
世
よ
り
注
目
を
浴
び
て
き
た
が
、
用
途
・
性
格
に

つ
い
て
は
用
途
を
示
す
埴
輪
や
、
明
瞭
な
出
土
状
況
と
い
う
同
時
代
資
料
が
存
在
し
な
い
た
め
、
類
似
す
る
遺
物
や
古
典
の
記
載
、
民
俗

事
例
な
ど
を
も
と
に
解
釈
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
、
現
在
も
な
お
明
瞭
と
は
言
い
が
た
い
。
従
っ
て
、
そ
の
著
述
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
に

よ
り
、
著
者
の
学
問
的
背
景
・
方
法
論
的
特
徴
、
視
点
な
ど
を
検
討
す
る
好
資
料
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

近
世
に
お
い
て
は
、
神
武
紀
の
「
頭
椎
」
に
比
定
す
る
な
ど
、
形
状
を
根
拠
に
剣
の
柄
頭
と
す
る
説
が
多
か
っ
た
（
谷
川
一
七
七
四
、

木
内
一
八
〇
一
）。
こ
れ
に
対
し
、
明
治
期
に
な
っ
て
祭
祀
遺
物
説
を
唱
え
た
の
は
大
野
雲
外
（
一
九
〇
六
）
で
あ
る
。
大
野
は
、
琉
球
の

ノ
ロ
が
使
用
し
た
大
き
な
勾
玉
に
注
目
し
、「
或
は
上
代
神
社
等
に
於
て
も
亦
儀
式
的
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
と
も
限
る
ま
い
」
と

述
べ
て
お
り
、
祭
祀
遺
物
説
の
最
初
の
根
拠
と
し
て
沖
縄
の
民
俗
事
例
が
あ
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
（
（
（

。
高
橋
健
自
（
一
九
二
八
）
は
櫛
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別表　大場磐雄略年譜・主要著作
明治 32 1899　東京市生まれ
大正６ 1917　武蔵野会入会（鳥居龍蔵・山内清男と出会う）
大正７ 1918　國學院大学入学、「抉様の石製品に就いて」
大正８ 1919　郷土研究会幹事（この年、折口信夫講師着任）。「武蔵の巨人民潭」
大正 11 1922　�國學院大學卒業・神奈川県立第二横浜中学校着任。「石器時代宗教

思想の一端」
大正 14 1925　内務省神社局考証課嘱託となる（課長宮地直一）。
大正 15 1926　『民俗叢話』『神社と考古学』、「土偶に関する二、三の考察」
昭和２ 1927　『石器時代の住居阯』、「南豆に於ける特殊遺跡の研究」
昭和３ 1928　大場姓へ改姓
昭和５ 1930　『石上神宮宝物誌』「原始神道の考古学的考察」
昭和６ 1931　「関東における奥羽薄手式土器」「上代人の愛玉思想に就いて」
昭和９ 1931　『日本考古学概説』『羽黒山古鏡図譜』「本邦上代の洞窟遺跡」
昭和 10 1935　「神道考古学の提唱と其の組織」、國學院大學学部講師
昭和 12 1937　「子持勾玉私考」「上代馬形遺物に就いて」「日本上代の巨石崇拝」
昭和 13 1938　「南豆洗田の祭祀遺蹟」「甲斐国分寺・伊豆国分寺・飛騨国分寺」
昭和 14 1939　「上総菅生遺跡の一考察」「伊賀国南宮山麓の上代祭祀遺蹟」
昭和 16 1942　『神宮大観』「古語拾遺の考古学的一考察」「玉依比売命神社の児玉石」
昭和 18 1943　『日本古文化序説』、『神道考古学論攷』
昭和 23 1948　学位取得（「祭祀遺蹟の研究」）。『古代農村の復原』『日本考古学新講』
昭和 24 1949　國學院大學教授就任、『登呂』「信濃国安曇族の考古学的一考察」
昭和 25 1950　古代学会副会長。「考古学上から見た我が上代の他界観念」
昭和 26 1951　「相模国府の位置について」「相模国分寺の性格」
昭和 27 1952　「東北地方の祭祀遺跡」「万葉集に表れた祭祀」
昭和 30 1955　『平出』『杉並区史』「下伊那の古墳時代文化」
昭和 31 1956　『信濃史料１（信濃考古綜覧）』『常陸鏡塚』
昭和 32 1957　『上原』『伊東市史』
昭和 34 1959　『松戸河原塚古墳』
昭和 36 1961　『猿投神社誌』「春日大社の考古学的考察」「物部氏とその東方移住」
昭和 37 1962　『武蔵伊興』『日本考古学辞典』
昭和 38 1963　『加賀片山津玉造遺跡の研究』『姉崎山王山古墳』「神倉神社と天磐盾」
昭和 39 1964　「神道考古学の体系」「上伊那郡箕輪町発見の祭祀遺跡」
昭和 40 1965　『東京都遺跡目録』『武蔵野市史』「方形周溝墓」
昭和 41 1966　國學院大學に考古学専攻を設置。『信濃浅間古墳』『稲荷山経塚』
昭和 42 1967　『まつり』「歴史時代における「塚」の考古学的考察」
昭和 44 1969　『熱海市史』『神坂峠』
昭和 45 1970　�定年・大学院客員教授、日本考古学協会委員長。『祭祀遺蹟』「古東

山道の考古学的考察」
昭和 46 1971　『常陸大生古墳群』『柴田常恵集』、『新版考古学講座』刊行開始
昭和 47 1972　『神道考古学講座』刊行開始
昭和 48 1973　『宇津木遺跡とその周辺』「菅生発見の「やまとごと」」
昭和 49 1974　『町田市史』「古氏族の移動と装飾古墳」
昭和 50 1975　著作集刊行開始、逝去。『考古学上から見た古氏族の研究』

第
一
段
階

第
四
段
階

第
二
段
階

第
三
段
階
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形
勾
玉
が
古
墳
か
ら
出
土
す
る
の
に
対
し
、
子
持
勾
玉
が
単
独
で
出
土
す
る
の

は
、
そ
れ
が
奉
幣
報
賽
に
供
さ
れ
た
た
め
と
し
、
墳
墓
か
ら
出
土
す
る
小
形
の

銅
矛
・
銅
剣
と
単
独
で
出
土
す
る
大
形
品
と
の
関
係
の
類
似
を
述
べ
る
）
6
（

。
さ
ら

に
、
小
形
の
勾
玉
が
装
身
具
で
あ
る
の
に
対
し
、
大
形
化
し
た
子
持
勾
玉
は
む

し
ろ
宗
教
的
意
義
を
も
っ
た
も
の
と
説
き
、
さ
ら
に
三
輪
山
や
日
前
神
宮
な
ど

の
古
社
境
内
か
ら
の
出
土
に
注
目
し
て
い
る
。
一
方
、
直
良
信
夫
（
一
九
二
九
）

は
主
体
を
勾
玉
と
す
る
よ
り
も
三
日
月
形
と
し
、
形
態
の
類
似
か
ら
、
銅
鐸
の

鈕
を
起
源
と
し
、
同
様
の
宗
教
的
宝
器
と
す
る
説
を
提
示
し
た
。
な
お
、
直
良

は
出
土
遺
跡
を
祭
祀
遺
跡
（
三
輪
山
な
ど
）、「
弥
生
式
土
器
）
7
（

」
を
持
っ
た
住
居
跡
、
性
格
不
明
の
三
種
に
区
分
し
て
い
る
。
ま
た
、
後
藤

守
一
（
一
九
三
〇
）
は
、
奈
良
県
山
ノ
神
遺
跡
な
ど
で
の
石
製
模
造
品
と
の
共
伴
例
か
ら
祭
祀
遺
物
と
し
て
の
性
格
の
あ
っ
た
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。

（
二
）「
子
持
勾
玉
私
考
」（
大
場
一
九
三
七
ｃ
）

　

昭
和
一
二
年
に
國
學
院
大
學
上
代
文
化
研
究
会
の
『
上
代
文
化
』
に
発
表
さ
れ
た
論
文
で
あ
る
。
は
じ
め
に
「
遺
物
補
遺
」
と
し
て
一
六

箇
所
の
資
料
集
成
と
、
後
述
す
る
伊
勢
神
宮
例
を
含
む
新
資
料
の
具
体
的
な
紹
介
を
行
う
。
次
い
で
、「
遺
跡
考
證
」
と
し
て
、
旧
国
別
の

分
布
状
況
を
示
し
、
発
見
状
況
の
偏
り
に
留
意
し
な
が
ら
も
、
石
材
産
地
と
の
関
り
、
用
途
と
の
関
り
の
二
つ
の
可
能
性
を
示
し
て
い

る
。
さ
ら
に
出
土
状
況
を
単
独
出
土
、
土
器
石
器
を
伴
出
、
滑
石
製
模
造
品
と
伴
出
、
神
社
境
内
発
見
の
四
つ
に
区
分
し
た
上
で
、
直
良

説
に
反
し
土
器
石
器
と
の
有
機
的
な
関
係
を
否
定
し
て
、
単
独
出
土
と
同
等
と
位
置
づ
け
た
上
で
、
性
格
の
判
明
す
る
遺
跡
は
、
祭
祀
遺

第１図　 伊勢神宮々域出土子持
勾玉（ob1066）
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物
た
る
模
造
品
の
出
土
す
る
遺
跡
お
よ
び
神
社
境
内
と
い
う
点
で
祭
祀
関
係
遺
跡
の
み
と
結
論
す
る
。「
遺
物
考
證
」
で
は
石
材
、
孔
、
突

起
、
刻
文
、
大
き
さ
に
つ
い
て
観
察
を
加
え
て
い
る
。
突
起
・
刻
文
に
つ
い
て
は
起
源
を
動
物
形
（
鰭
）
に
求
め
て
い
る
も
の
の
、
具
体

的
な
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。「
用
法
私
案
」
で
は
、
単
な
る
装
飾
品
で
は
な
く
祭
祀
関
係
品
と
し
た
上
で
、
起
源
と
は
別
に
勾
玉
と
の

性
格
の
類
似
を
指
摘
し
、
勾
玉
が
装
飾
品
化
す
る
の
に
対
し
て
呪
的
の
意
味
合
い
が
強
ま
っ
た
も
の
と
解
釈
す
る
。
な
お
、
勾
玉
の
神
秘

的
性
質
に
つ
い
て
は
、
天
照
大
神
と
素
戔
嗚
尊
の
誓
約
な
ど
の
記
紀
の
記
事
、
宗
像
神
が
玉
を
神
体
と
す
る
と
い
う
筑
前
風
土
記
逸
文
の

記
述
、
多
量
の
玉
類
を
所
蔵
す
る
静
岡
県
二
宮
神
社
、
後
述
す
る
玉
依
比
売
命
神
社
の
児
玉
石
神
事
と
い
う
文
献
・
民
俗
事
例
を
取
り
上

げ
、
さ
ら
に
「
民
俗
学
者
の
説
く
な
る
「
タ
マ
」
は
魂
と
通
い
て
、
生
命
の
籠
る
神
秘
的
物
質
な
り
と
の
考
も
宜
な
り
、
玉
依
姫
の
御
名

も
亦
ゆ
か
し
」
と
民
俗
学
説
も
引
い
て
い
る
。
ま
た
、
用
法
に
つ
い
て
は
勾
玉
を
含
む
玉
飾
り
を
使
用
す
る
琉
球
の
ノ
ロ
の
事
例
（
島
田

一
九
二
九
）
を
参
照
し
て
い
る
。

　

大
場
は
こ
の
論
文
と
同
時
期
に
『
皇
国
時
報
』
に
「
神
宮
々
域
発
見
の
子
持
勾
玉
と
滑
石
製
品
」
を
寄
せ
て
い
る
（
大
場
一
九
三
七
ｂ
）。

こ
れ
は
昭
和
一
二
年
六
月
に
、
日
本
橋
白
木
屋
で
開
催
さ
れ
た
伊
勢
参
宮
に
関
す
る
展
覧
会
に
出
展
さ
れ
た
際
に
調
査
し
た
子
持
勾
玉

［
第
一
図
］
と
石
製
模
造
品
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
の
経
緯
、
遺
物
の
観
察
、
発
見
地
に
つ
い
て
述
べ
た
上
で
、
以
前
か
ら
神

宮
宮
域
で
石
製
摸
造
品
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
、
最
後
に
そ
の
意
義
と
し
て
、
古
代
に
お
け
る
神
宮
へ
の
奉
賛
品
の
事
例
を
増
や

し
た
こ
と
、
子
持
勾
玉
の
用
途
の
考
察
上
の
好
例
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

（
三
）「
玉
依
比
売
命
神
社
の
児
玉
石
」（
大
場
一
九
四
二
）

　

昭
和
一
七
年
二
月
、
栗
岩
英
治
の
慫
慂
に
よ
っ
て
現
在
の
長
野
市
松
代
周
辺
の
積
石
塚
群
の
踏
査
に
訪
れ
た
大
場
は
、「
子
持
勾
玉
私

考
」
で
注
目
し
て
い
た
同
地
の
式
内
社
で
あ
る
玉
依
比
売
命
神
社
［
第
二
図
］
を
訪
れ
、「
児
玉
石
」［
第
三
図
］
の
調
査
を
行
い
『
信
濃
』
に
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報
告
を
寄
せ
た
。
大
場
は
調
査
経
緯
、
古
記
録
に
よ
る
数
量

の
変
化
、
保
管
状
況
、
玉
類
の
分
類
を
行
っ
た
後
、
各
類
の

玉
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
て
い
る
。
考
察
は
玉
の
問
題
と
神

社
の
問
題
の
二
つ
に
分
け
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
同
社
で
は

毎
年
正
月
七
日
に
児
玉
石
の
数
を
数
え
て
年
の
吉
凶
を
占
う

児
玉
石
神
事
が
行
わ
れ
る
［
第
四
図
］。
こ
の
年
の
神
事
で
は

七
百
六
十
九
点
の
玉
類
が
確
認
さ
れ
た
が
、
古
記
録
に
よ
れ

ば
明
暦
年
間
の
六
〇
余
か
ら
順
次
増
え
て
お
り
、
文
化
一
〇

年
の
伴
信
友
の
『
神
名
帳
考
証
』（
伴
一
九
〇
七
）
に
も
「
子
ヲ

生
ム
」
と
の
観
念
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
）
8
（

。
児
玉
石
の
中
に
は
九
点
の
子
持
勾
玉
が
あ
り
、
う
ち
三

点
が
「
三
ツ
石
」［
第
五
図
］
と
し
て
最
重
要
視
さ
れ
て
き
た

こ
と
は
、
大
場
の
考
察
で
も
真
っ
先
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
が
、
子
持
勾
玉
が
本
来
的
に
こ
の
「
生
石
」
観
念
の
産
物
で

あ
っ
た
と
の
見
解
を
控
え
め
な
が
ら
提
示
し
て
い
る
。
つ
い

で
、
静
岡
県
二
宮
神
社
（
静
岡
県
一
九
三
〇
）
や
奈
良
県
石

上
神
宮
（
大
場
一
九
三
〇
）
な
ど
の
玉
類
を
多
く
所
蔵
す
る
神

社
、
玉
類
を
神
宝
と
す
る
神
社
に
関
す
る
古
記
録
や
現
存
の

第 2 図　玉依比売命神社（Ⅵ -40-10 第３図　児玉石（Ⅵ -40-10）

第４図　児玉石神事（Ⅵ -40-10） 第 5 図　三ツ石（ob1703）
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実
例
を
列
挙
し
て
、
古
代
よ
り
玉
に
霊
力
が
潜
む
観
念
の
あ
っ
た
こ
と
を
説
く
。

　

続
く
玉
依
比
売
命
神
社
の
考
察
で
は
、
古
典
に
見
る
「
玉
依
比
売
命
」
の
名
を
持
つ
複
数
の
神
々
を
検
討
し
、
ま
た
そ
の
名
が
巫
女
を

あ
ら
わ
す
普
通
名
詞
で
あ
る
と
い
う
柳
田
国
男
の
「
玉
依
姫
考
」（
川
村
一
九
一
七
）
を
引
い
た
上
で
、
神
武
天
皇
の
母
の
属
す
る
海
人
族

と
玉
と
の
関
わ
り
に
注
目
す
る
。
さ
ら
に
安
曇
郡
の
穂
高
神
社
、
更
級
郡
の
氷
鉋
斗
売
神
社
の
存
在
や
「
海
部
郷
」
の
地
名
の
存
在
に
注

目
し
、
全
国
的
な
積
石
塚
古
墳
の
分
布
と
海
部
族
の
分
布
の
一
致
を
説
い
て
信
濃
と
海
人
族
と
の
関
係
を
主
張
し
た
。

（
四
）
戦
後
の
子
持
勾
玉
性
格
論

　

昭
和
二
二
年
に
提
出
さ
れ
た
大
場
の
学
位
論
文
「
祭
祀
遺
蹟
の
研
究
」（
大
場
一
九
七
〇
）
は
、
大
き
く
祭
祀
遺
跡
の
考
察
と
祭
祀
遺
物

の
考
察
か
ら
な
る
が
、
前
者
は
後
者
よ
り
二
倍
の
分
量
が
あ
り
、
自
然
物
を
対
象
と
す
る
祭
祀
遺
跡
が
そ
の
大
半
を
占
め
る
。
祭
祀
に
関

連
す
る
遺
跡
と
し
て
、
銅
鉾
・
銅
剣
・
銅
鐸
等
の
出
土
地
、
子
持
勾
玉
の
出
土
地
、
土
馬
類
の
出
土
地
が
挙
げ
ら
れ
、
子
持
勾
玉
に
つ
い

て
は
八
四
箇
所
に
つ
い
て
、
旧
国
別
・
遺
跡
種
類
別
と
い
う
、
子
持
勾
玉
私
考
と
同
様
の
区
分
を
行
い
、
同
様
の
考
察
を
行
っ
て
い
る
。

　

祭
祀
遺
物
の
章
で
は
、
土
器
・
土
製
摸
造
品
・
滑
石
製
模
造
品
・
金
属
製
品
と
い
う
素
材
別
の
項
目
と
並
び
子
持
勾
玉
、
土
馬
が
そ
れ

ぞ
れ
独
立
し
た
節
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
形
態
の
概
況
、
使
用
時
期
の
考
察
、
用
途
・
性
格
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の

考
察
の
域
を
出
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
子
持
勾
玉
が
児
玉
石
神
事
を
象
徴
す
る
も
の
と
述
べ
た
の
ち
、
玉
類
に
呪
力
の
あ
っ
た
こ
と
を

述
べ
、
子
持
勾
玉
は
そ
の
呪
的
能
力
の
優
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
起
源
が
動
物
に
あ
り
、
次
第
に
原
形
を
失
っ
た
も
の
の
多
産
増
福
の

信
仰
は
継
続
さ
れ
た
と
説
く
。

　

昭
和
三
二
年
に
國
學
院
大
學
に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
た
東
京
都
足
立
区
の
伊
興
遺
跡
か
ら
は
、
子
持
勾
玉
一
点
が
表
面
採
集
さ
れ
て
い

る
。
大
場
は
報
告
書
『
武
蔵
伊
興
』
の
出
土
遺
物
の
考
察
（
大
場
一
九
六
二
）
に
お
い
て
、
子
持
勾
玉
を
再
び
取
り
上
げ
、
一
一
八
例
を
集
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成
し
た
後
、
分
類
や
変
遷
、
起
源
に
つ
い
て
新
た
な
検
討
を
加
え
て
い
る
が
、
性
格
に
つ
い
て
は
改
め
て
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
無
く
従
来

の
説
を
踏
襲
し
て
い
る
（
（
（

。

（
五
）
大
場
磐
雄
の
子
持
勾
玉
性
格
論

　

以
上
、
大
場
の
子
持
勾
玉
論
を
概
観
し
て
き
た
。
資
料
集
成
や
型
式
分
類
、
起
源
、
分
布
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
戦
後
の
『
武
蔵
伊
興
』

ま
で
継
続
し
て
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
性
格
論
に
つ
い
て
は
、「
子
持
勾
玉
私
考
」
と
「
玉
依
比
売
命
神
社
の
児
玉
石
」
で
ほ

ぼ
尽
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
子
持
勾
玉
を
祭
祀
遺
物
と
す
る
根
拠
の
う
ち
、
祭
祀
遺
物
で
あ
る
石
製
摸
造
品
と
の
共
伴
は
後
藤

守
一
、
勾
玉
と
の
類
似
や
琉
球
の
ノ
ロ
へ
の
注
目
は
大
野
雲
外
の
所
説
を
継
承
し
て
い
る
。
し
か
し
、
子
持
勾
玉
を
「
玉
＝
た
ま
」
の
象

徴
で
あ
る
と
す
る
説
は
大
場
独
自
の
も
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
大
場
の
子
持
勾
玉
性
格
論
は
す
な
わ
ち
、「
玉
」
の
性
格
論
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。

　

玉
は
三
種
の
神
器
の
一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
考
古
学
的
研
究
に
お
い
て
は
基
本
的
性
格
を
装
身
具
に
求
め
、
そ
の
呪

術
的
性
格
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
（
高
橋
一
九
二
八
）、
大
場
の
個
性
が
光
っ
て
い
る
。
な
お
、
大
場
は
既
に
昭
和
二
年

に
宮
地
直
一
の
代
筆
で
執
筆
し
た
『
神
社
と
考
古
学
』（
考
古
学
講
座
）
の
中
で
、
信
仰
遺
物
と
し
て
玉
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
具
体
的

な
考
古
遺
物
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
（
宮
地
一
九
二
七
（
（（
（

）。

　

さ
て
、
大
場
の
子
持
勾
玉
論
（
＝
玉
論
）
は
大
き
く
二
つ
の
視
点
か
ら
成
っ
て
い
る
。
ま
ず
、「
子
持
勾
玉
私
考
」
や
「
玉
依
比
売
命
神

社
の
児
玉
石
」
考
察
の
前
半
で
展
開
さ
れ
た
、
玉
＝
魂
論
で
あ
り
、
特
に
後
者
文
献
で
展
開
さ
れ
た
生
石
あ
る
い
は
子
生
み
石
と
い
う
玉

が
増
殖
す
る
と
い
う
観
念
の
存
在
を
考
察
し
、
子
持
勾
玉
は
特
に
そ
の
呪
力
が
強
調
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
議
論
で
あ
る
。
玉
の
持
つ
霊

力
の
普
遍
性
を
強
調
し
た
視
点
と
言
え
よ
う
。
も
う
一
つ
は
、「
玉
依
比
売
命
神
社
の
児
玉
石
」
考
察
の
後
半
の
、
玉
依
姫
の
神
名
に
関
わ
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る
伝
承
や
、
海
人
に
関
わ
る
地
名
・
神
社
の
考
察
か
ら
、
玉
と
海
人
族
と
の
結
び
つ
き
を
強
調
し
た
議
論
で
あ
る
。
こ
れ
は
上
記
と
異
な

り
、
具
体
的
な
歴
史
事
象
に
関
わ
る
視
点
で
あ
る
。

三
、
子
持
勾
玉
論
の
二
つ
の
背
景

（
一
）
折
口
信
夫
の
「
た
ま
」
論

　

第
一
の
視
点
が
、
本
稿
冒
頭
で
示
し
た
折
口
信
夫
の
「
古
代
研
究
」
と
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、
折
口
の
影
響
の
下
に
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
大
場
は
谷
川
姓
時
代
の
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
に
國
學
院
大
學
に
入
学
し
、
同
期
の
西
角
井
正
慶
・
藤
野
岩
友
、

一
年
後
輩
の
今
泉
忠
義
ら
と
と
も
に
、
翌
八
年
に
代
理
講
師
に
着
任
し
た
折
口
信
夫
の
も
と
で
、
郷
土
研
究
会
を
再
興
さ
せ
、
そ
の
幹

事
と
し
て
活
躍
し
た
（
折
口
一
九
三
〇
、
大
場
ほ
か
一
九
四
七
）。
内
務
省
神
社
局
考
証
課
に
勤
務
し
た
後
も
、
折
口
の
慫
慂
に
よ
り
長

野
県
新
野
の
雪
祭
り
を
伝
え
る
伊
豆
神
社
の
昇
格
問
題
に
関
し
て
、
折
口
の
同
行
を
得
て
出
張
調
査
を
行
っ
て
い
る
（
大
場
一
九
六
三
、

小
川
二
〇
〇
四
）。
ま
た
戦
後
の
混
乱
期
に
学
位
取
得
を
促
し
て
教
授
着
任
の
道
を
開
い
た
の
は
折
口
で
あ
り
（
大
場
一
九
七
〇
）、
昭
和

二
五
年
に
は
折
口
を
会
長
、
西
角
井
・
大
場
を
副
会
長
と
し
て
「
古
代
学
会
」
が
設
立
さ
れ
る
な
ど
（
佐
野
一
九
七
五
）、
師
弟
関
係
は
生

涯
に
わ
た
っ
て
継
続
し
た
。

　

折
口
が
没
し
て
六
年
後
の
昭
和
三
四
年
、
大
場
は
折
口
記
念
会
で
「
折
口
先
生
と
考
古
学
」
と
題
し
た
講
演
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の

た
び
の
國
學
院
大
學
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
資
料
整
理
に
よ
っ
て
、
こ
の
講
演
案
が
確
認
さ
れ
た
（
（（
（

。
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折
口
先
生
と
考
古
学　

─
三
四
・
九
・
七　

折
口
記
念
會
公
開
講
座
─

一
、
は
し
が
き

　

思
い
出
か
ら
、
大
正
八
年
頃
の
こ
と
、
採
集
品
え
の
ヒ
ン
ト
。
土
偶
の
こ
と
、
上ａ
代
文
化
研
究
会
の
公
開
講
演
で
「
剱
と
玉
」

と
題
し
て
話
さ
れ
た
こ
と
、
昭
和
二
十
五
年
古
代
学
会
設
立
の
こ
と

二
、
先
生
と
考
古
学

　

先
生
は
考
古
学
者
で
な
い
、
考
古
学
を
専
攻
さ
れ
な
い
、
が
そ
れ
を
排
斥
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
反
対
に
考
古
学

に
対
す
る
蔭
か
ら
の
応
援
又
は
暗
示
を
附
与
さ
れ
た
立
場
に
あ
っ
た
。
考
古
学
者
が
物
に
立
脚
し
て
何
か
結
論
を
導
く
も
の
｛
も

の
ゝ
真
姿
を
説
い
た
が
｝
に
対
し
て
、
先
生
は
ゆ
た
か
な
民
俗
学
や
国
文
学
の
知
識
か
ら
物
の
姿
を
明
ら
か
に
せ
ら
れ
た
が
、
そ

れ
が
一
致
し
た
場
合
が
少
く
な
い
、
先
生
の
論
文
中
か
ら
数
々
の
考
古
学
に
対
す
る
遺
物
の
真
の
姿
を
把
握
し
た
こ
と
も
少
な
く

な
い

｛
神
道
は
書
紀
古
事
記
以
前
か
ら
あ
っ
た
の
だ
か
ら
書
か
れ
た
も
の
ば
か
り
に
た
よ
る
の
は
誤
り
｝

三
、
考
古
学
上
に
お
け
る
先
生
の
暗
示

　

①
埴
輪
に
あ
ら
わ
れ
た
遊
部
の
実
例

　
　

遊
部
の
職
業
、
垂
仁
天
皇
の
裔　

円
目
王　

天
鈿
女
命
の
子
孫　

鎮
魂
を
行
う
職

　
　

東
遊
、
神
遊
と
同
じ
、
鎮
魂
の
舞
踊
っ
た
舞
の
種
類
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─
鳥
の
遊
、
遊
猟
、
蓼
面
の
遊　

貫
頭
衣
、
ヒ
レ
、
ハ
ダ
カ

　
　

埴
輪
に
見
る　

各
種
の
姿
態
（
遊
部
の
姿
）

　

②
剣
と
玉
と
鏡
｛
玉
｝

　
　

玉ｂ
は
魂
と
同
様　

霊
魂
の
象
徴
、
各
種
の
形
態
あ
り

　
　

マ
ジ
ッ
ク
と
し
て
用
い
ら
れ
た
、
御
魂
ふ
り
の
用
具
と
な
つ
た
、

　
　

たｃ
ま
ふ
ゆ
（
内
在
魂
の
分
割
、）
天
皇
に
魂
を
奉
る
こ
と

　
　

剱
は
鎮
魂
の
具
と
し
て
使
用
さ
れ
る
、
冬
木
の
す
ゑ
ふ
ゆ
（
吉
野
國
樔
の
歌
）

　
　

鏡
は
外
来
魂
の
象
徴
（
日
の
御
子
が
母
か
ら
受
け
る
）

　
　
（
玉ｄ
依
比
売
命
神
社
の
こ
と　

子
持
勾
玉
の
こ
と　

古
墳
に
玉
を
捧
げ
る
こ
と
）

四
、
む
す
び

　

 

文
献
学
＋
民
俗
学
、
＋
考
古
学　

こ
れ
が
古
代
学
の
理
想
で
あ
っ
て
、
折
口
先
生
の
考
古
学
に
対
す
る
影
響
は
そ
こ
に
か
け

ら
れ
る
。
京
都
の
小
林
行
雄
の
こ
と
。
先
生
の
学
問
は
意
外
な
人
の
肥
料
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
信
す
る

　

興
味
深
い
点
は
多
々
あ
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
傍
線
を
引
い
た
部
分
に
注
目
す
る
に
と
ど
め
た
い
。
傍
線
部
ａ
の
講
演
は
、
昭
和
七
年

一
二
月
一
二
日
に
上
代
文
化
研
究
会
の
公
開
講
演
会
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
内
容
は
同
会
の
機
関
誌
『
上
代
文
化
』
第
七
号
に

掲
載
さ
れ
た
（
（（
（

。
そ
こ
で
は
傍
線
部
ｂ
で
引
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
「
た
ま
（
霊
魂
）
を
具
体
的
に
し
む
ぼ
ら
い
ず
せ
る
玉
を
ば
た
ま
と
称
」

（
六
頁
、
傍
線
部
原
文
）
す
こ
と
、
さ
ら
に
傍
線
部
ｃ
に
該
当
す
る
「
た
ま
ふ
ゆ
」
が
「
増
殖
の
意
味
を
持
つ
様
に
な
っ
た
」（
一
三
頁
）
こ



「古代学」としての考古学・「神道史」としての考古学13

と
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
大
場
の
「
児
玉
石
神
事
は
玉
が
子
を
生
じ
て
増
加
す
る
と
い
う
信
仰
か
ら
起
こ
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
象
徴
し
た

も
の
が
子
持
勾
玉
」（
一
九
七
〇
、一
三
〇
頁
）
と
い
う
主
張
に
見
事
に
一
致
す
る
。
傍
線
部
ｄ
の
「
玉
依
比
売
命
神
社
の
こ
と　

子
持
勾

玉
の
こ
と
」
の
部
分
は
ま
さ
に
こ
の
一
致
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。「
た
ま
」
論
は
鎮
魂
論
と
関
わ
っ
て
、
折
口
の
学
問
の

最
も
基
礎
的
な
部
分
に
あ
た
る
が
、
大
場
の
子
持
勾
玉
（
玉
）
の
性
格
に
関
す
る
解
釈
は
、
こ
れ
を
全
面
的
に
用
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

（
二
）
宮
地
直
一
の
古
氏
族
論

　

第
二
の
視
点
は
「
玉
」
と
海
人
族
と
の
結
び
つ
き
と
い
う
、
歴
史
的
視
点
で
あ
る
。
冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
神
道
考
古
学
の
第
四
段
階

は
、
ま
さ
に
古
氏
族
と
神
社
・
祭
祀
遺
跡
と
の
関
係
を
追
っ
た
も
の
だ
が
、「
玉
依
比
売
命
神
社
の
児
玉
石
」
の
議
論
は
そ
の
萌
芽
の
一

つ
で
あ
る
。
古
記
録
に
載
る
氏
族
と
神
社
を
結
び
つ
け
る
視
点
は
当
時
の
大
場
の
上
司
で
あ
っ
た
神
社
局
考
証
課
長
の
宮
地
直
一
の
影
響

に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
大
場
は
大
正
一
四
年
か
ら
宮
地
が
退
職
す
る
昭
和
一
三
年
ま
で
宮
地
の
下
で
神
社
考
証
に
あ
た
っ
て
い
る
お

り
、
大
場
が
手
が
け
た
神
社
誌
・
神
社
宝
物
誌
の
殆
ど
に
宮
地
が
序
文
を
寄
せ
て
い
る
。
ま
た
、
赤
城
山
の
小
沼
の
写
真
な
ど
大
場
と
宮

地
が
共
有
し
て
い
た
資
料
も
あ
り
（
黒
川
二
〇
〇
八
）、
両
者
に
も
緊
密
な
関
係
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

宮
地
の
年
譜
・
業
績
を
検
討
し
た
遠
藤
潤
（
一
九
九
六
）
に
よ
れ
ば
、
宮
地
の
卒
業
論
文
（「
八
幡
宮
の
研
究
」）
は
、
政
治
を
中
心
と
し

た
事
件
的
通
史
の
中
に
歴
史
的
変
遷
を
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
論
述
の
方
法
を
と
っ
て
い
る
こ
と
、
こ
う
し
た
視
点
は
以
後
著
さ
れ
る
概

説
書
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

宮
地
が
明
治
四
二
年
に
皇
典
講
究
所
の
神
職
講
習
会
で
口
述
し
た
内
容
を
刊
行
し
た
『
神
祇
史
』（
宮
地
一
九
一
〇
）
は
、
氏
神
信
仰
か

ら
説
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
「
一
方
か
ら
見
れ
ば
氏
神
の
盛
衰
に
よ
っ
て
、
そ
の
氏
神
の
勢
力
を
卜
知
す
る
こ
と
も
出
来
る
」

（
九
頁
）
と
し
て
氏
神
と
氏
族
と
の
密
接
な
関
わ
り
を
説
き
、
石
上
神
宮
と
物
部
氏
、
鹿
島
神
宮
と
中
臣
氏
、
忌
部
神
社
と
忌
部
氏
と
い
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っ
た
関
係
や
、
氏
神
の
分
祀
現
象
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
『
神
祇
史
綱
要
』（
宮
地
一
九
一
九
）、『
神
道
史
』
な
ど
の
概
説
書
で

も
、
冒
頭
近
く
で
神
社
と
氏
族
と
の
関
わ
り
を
実
例
を
挙
げ
て
紹
介
し
て
い
る
。

　

昭
和
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
諏
訪
史
第
二
巻　

諏
訪
神
社
の
研
究
』
で
は
諏
訪
大
社
の
鎮
座
に
関
し
、
祭
神
建
御
名
方
神
に
関
わ
る
神

話
を
検
討
し
た
後
、
具
体
的
に
現
在
の
諏
訪
の
地
に
鎮
座
し
た
背
景
を
考
察
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
諏
訪
神
を
祀
る
諏
訪
氏
（
神
氏
）

を
古
墳
の
分
布
や
地
名
の
検
討
か
ら
上
伊
那
を
本
拠
地
と
す
る
出
雲
系
の
氏
族
と
考
証
す
る
。
あ
る
い
は
諏
訪
神
の
后
神
で
あ
る
八
坂
刀

売
神
に
つ
い
て
、
安
曇
の
穂
高
神
社
や
更
級
の
氷
鉋
斗
売
神
社
の
周
辺
に
お
け
る
海
人
系
氏
族
の
分
布
を
述
べ
、
龍
神
に
よ
る
湖
水
決
壊

伝
承
な
ど
も
勘
案
し
、
安
曇
系
の
巫
女
思
想
の
上
に
成
立
し
た
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
こ
こ
で
は
玉
依
比
売
命
神
社
も
同
様
の
性
格
を
持

つ
も
の
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
宮
地
や
大
場
の
氏
族
論
は
、
同
じ
く
内
務
省
神
社
局
考
証
課
に
い
た
大
田
亮
の
氏
族
研
究
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
可
能
性
が
高

い
。
例
え
ば
『
諏
訪
史
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
『
神
道
講
座
』
所
収
の
「
氏
神
の
発
達
」（
太
田
一
九
二
九
）
に
お
い
て
は
、
海
洋

的
氏
族
の
代
表
例
と
し
て
安
曇
氏
を
挙
げ
、
そ
の
分
布
の
全
国
の
関
連
地
名
や
神
社
名
を
集
成
し
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
既
に
穂
高
神

社
、
氷
鉋
斗
売
神
社
や
海
部
郷
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
宮
地
や
大
場
の
所
説
の
基
礎
デ
ー
タ
は
こ
れ
ら
に
拠
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
こ
う
し
た
氏
族
や
神
社
、
地
名
に
加
え
て
、
考
古
資
料
を
検
討
材
料
に
加
え
た
点
は
、
大
場
の
独
自
の
視
点
で
あ
る
。
大
場
は

「
考
古
学
上
よ
り
見
た
神
社
と
氏
族
」（
大
場
一
九
三
七
ａ
）
に
お
い
て
、
島
根
県
玉
造
湯
神
社
・
忌
部
玉
作
遺
跡
・
徳
蓮
城
古
墳
と
玉
作

氏
、
奈
良
県
鏡
作
坐
天
照
御
魂
神
社
・
同
社
蔵
の
二
神
二
獣
鏡
と
鏡
作
部
、
愛
知
県
尾
張
戸
神
社
・
社
殿
下
の
古
墳
と
尾
張
氏
、
静
岡
県

敬
満
神
社
・
牧
野
原
御
小
家
原
古
墳
の
精
巧
な
杏
葉
と
秦
氏
、
群
馬
県
土
師
郷
の
土
師
神
社
・
土
師
器
窯
・
古
墳
と
土
師
氏
の
関
わ
り
を

説
い
た
。
古
記
録
に
あ
る
氏
族
と
神
社
・
地
名
・
考
古
資
料
を
結
び
つ
け
る
視
点
は
、
晩
年
の
古
氏
族
論
と
基
本
的
に
変
わ
る
と
こ
ろ
は

な
い
。
大
場
の
玉
と
海
神
族
と
の
関
係
の
議
論
は
、
太
田
や
宮
地
の
研
究
の
上
に
、
玉
や
積
石
塚
と
い
う
考
古
資
料
を
加
え
て
成
立
し
た
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の
で
あ
る
。

　

戦
後
の
こ
と
に
な
る
が
、
宮
地
は
『
穂
高
神
社
史
』（
宮
地
一
九
四
九
）
の
執
筆
に
打
ち
込
み
、
脱
稿
直
後
に
彼
の
地
で
急
逝
す
る
。
こ

の
『
穂
高
神
社
史
』
で
は
穂
高
周
辺
へ
の
安
曇
氏
の
移
住
の
年
代
や
道
筋
を
考
証
し
、
そ
の
中
で
九
州
か
ら
北
陸
を
経
て
信
濃
に
入
る
ル

ー
ト
に
つ
い
て
、
海
人
の
分
布
や
銅
矛
・
銅
剣
の
分
布
を
挙
げ
て
説
明
す
る
「
大
場
磐
雄
博
士
の
意
見
」
を
紹
介
し
て
い
る
。
実
は
本
書

刊
行
と
同
時
期
に
「
信
濃
安
曇
族
の
考
古
学
的
一
考
察
」
を
第
三
次
『
信
濃
』
の
創
刊
号
に
寄
せ
て
い
る
が
、
こ
の
文
章
の
一
部
は
『
穂
高

神
社
史
』
の
前
述
の
部
分
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
大
場
が
稿
を
草
し
、
宮
地
が
加
除
筆
、
構
成
の
入
れ
替
え
を
行
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
。
ま
た
、『
穂
高
神
社
史
』
の
北
信
地
域
の
安
曇
族
の
分
布
を
説
明
す
る
段
で
は
、
玉
依
比
売
命
神
社
を
紹
介
し
（
（（
（

、
児
玉
石
神
事
に
触
れ

た
後
、
周
辺
の
積
石
塚
に
も
言
及
し
て
い
る
。
こ
れ
も
明
ら
か
に
大
場
の
所
説
を
容
れ
た
も
の
で
あ
り
、
師
弟
の
関
係
を
よ
く
示
し
て
い

る
。

四
、
お
わ
り
に
─
「
古
代
学
」
と
し
て
の
考
古
学
・「
神
道
史
」
と
し
て
の
考
古
学
─

　

子
持
勾
玉
性
格
論
を
素
材
と
し
て
、
大
場
磐
雄
の
議
論
の
背
景
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
型
式
論
や
起
源
論
、
用
途
論
に
関
し
て
は

先
行
研
究
の
流
れ
に
あ
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
一
方
、
玉
の
霊
力
、
す
な
わ
ち
魂
の
増
殖
の
象
徴
的
存
在
で
あ
る
と
す
る
議
論
や
、
玉
と

海
人
族
を
結
び
付
け
て
歴
史
的
な
議
論
を
展
開
す
る
点
な
ど
は
独
創
的
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
背
景
と
し
て
、
前
者
に
つ
い
て
は

折
口
信
夫
、
後
者
に
関
し
て
は
宮
地
直
一
と
い
う
、
大
場
の
二
人
の
師
の
方
法
論
の
影
響
の
産
物
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
折
口
の
学
説

と
の
関
係
は
、
講
演
案
の
検
討
か
ら
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
え
た
も
の
の
、
宮
地
の
学
説
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
推
定
の
域
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
玉
の
持
つ
霊
力
を
古
代
一
般
の
思
考
と
し
て
総
合
的
・
抽
象
的
に
捉
え
る
議
論
と
、
具
体
的
な
神
社
や
氏
族
の
歴
史



16

的
動
向
と
の
関
係
の
議
論
と
い
う
方
向
性
の
大
き
く
異
な
っ
た
視
点
を
比
較
す
る
と
き
、
そ
の
背
景
と
し
て
の
折
口
信
夫
の
「
古
代
研
究

（
古
代
学
）」
と
宮
地
直
一
の
「
神
祇
史
（
神
道
史
）」
と
い
う
二
つ
の
学
問
の
影
響
が
如
実
に
現
れ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　

冒
頭
の
佐
野
大
和
の
評
に
あ
る
よ
う
に
「
神
道
考
古
学
」
の
主
要
部
分
は
前
者
の
方
向
性
を
強
く
受
け
た
「
古
代
学
」
と
し
て
の
考
古
学

で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
「
神
道
史
」
と
し
て
の
考
古
学
も
ま
た
、
当
初
か
ら
僅
か
な
が
ら
認
め
ら
れ
、
晩
年
に
は
大
き
く
花
開
く
。
両
者

の
性
質
は
ま
さ
に
表
裏
一
体
と
い
う
べ
き
だ
が
、
必
ず
し
も
車
の
両
輪
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
論
じ
ら
れ
た
訳
で
は
な
い
。
共
に
「
神
道

考
古
学
」
の
基
盤
と
な
っ
た
方
法
論
で
あ
っ
た
が
、
両
者
の
有
機
的
な
融
合
は
容
易
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

本
稿
は
文
部
科
学
省
オ
ー
プ
ン
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
「
モ
ノ
と
心
に
学
ぶ
伝
統
の
知
恵
と
実
践
」
事
業
の
研
究
成
果
の
一
部

で
あ
り
、
平
成
二
十
一
年
七
月
四
日
に
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
近
代
人
文
学
の
形
成
と
皇
典
講
究
所
・
國
學
院
の
学
問
」
で
の
口
頭

発
表
を
基
礎
と
し
て
い
る
。
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
多
く
の
方
々
に
ご
助
言
を
得
た
が
、
特
に
折
口
信
夫
に
関
わ
る
部
分
は
深
澤
太
郎
氏

の
研
究
に
追
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
こ
と
を
明
記
し
て
お
く
。
な
お
、
本
稿
で
用
い
た
写
真
の
う
ち
、
o
b
を
付
し
た
も
の
は
國
學
院
大

學
研
究
開
発
推
進
機
構
学
術
資
料
館
所
蔵
の
大
場
磐
雄
博
士
写
真
資
料
（
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業

「
劣
化
画
像
の
再
生
活
用
と
資
料
化
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

二
〇
〇
五
・
〇
六
）、
Ⅵ
─
40
─
を
付
し
た
も
の
は
同
資

料
館
所
蔵
の
大
場
磐
雄
博
士
資
料
（
國
學
院
大
學
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
二
〇
一
〇
）
で
あ
る
。
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註

（
1
）　

現
在
、
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
資
料
館
で
は
常
設
展
示
と
し
て
「
國
學
院
の
神
道
研
究
」
の
枠
内
で
大
場
の
紹
介
を
行
っ
て
い
る
。

（
2
）　

以
下
の
四
段
階
の
説
明
に
は
、
今
回
加
除
筆
を
行
っ
た
部
分
が
あ
る
。

（
3
）　

こ
の
時
期
の
研
究
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
な
ど
の
西
欧
の
宗
教
学
理
論
を
石
器
時
代
の
研
究
に
援
用
す
る
姿
勢
が
強
い
も
の
で
あ
り
、
国
外
と
の

比
較
を
殆
ど
行
わ
な
く
な
る
第
二
段
階
以
降
と
は
対
照
的
で
あ
る
（
中
村
二
〇
〇
八
ａ
）。

（
4
）　

貝
塚
な
ど
で
土
偶
が
破
壊
さ
れ
て
出
土
す
る
こ
と
に
対
し
、
折
口
が
破
壊
さ
れ
る
と
霊
力
を
失
う
た
め
に
廃
棄
し
た
と
の
解
釈
を
提
示
し
た

こ
と
を
後
に
大
場
が
紹
介
し
て
い
る
（
大
場
一
九
五
六
）。

（
5
）　

剣
柄
頭
説
か
ら
祭
祀
遺
物
説
へ
の
変
化
に
は
、
近
世
に
は
西
日
本
で
退
化
型
の
事
例
が
多
く
知
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
明
治
期
に
な
っ
て
勾

玉
に
勾
玉
形
を
付
す
形
状
の
事
例
が
増
加
し
た
と
い
う
背
景
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
篠
原
二
〇
〇
二
）。

（
6
）　

現
在
、
細
形
銅
剣
・
銅
矛
と
広
形
・
広
形
銅
剣
・
銅
矛
と
の
違
い
は
年
代
差
と
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）　

当
時
の
「
弥
生
式
土
器
」
に
は
現
在
の
土
師
器
を
含
む
。

（
8
）　

こ
の
記
述
は
「
松
代
人
何
某
氏
語
也
ト
テ
平
田
氏
語
レ
リ
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
既
に
「
子
持
勾
玉
私
考
」
で
も
多
数
の
玉
を
所
蔵
す
る

例
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
当
時
は
子
持
勾
玉
の
有
無
が
明
瞭
で
な
か
っ
た
た
め
重
視
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
稿
以
降
の
大
場
の
議

論
に
お
い
て
は
大
き
な
鍵
と
な
る
。
近
世
の
考
証
家
に
よ
る
考
古
資
料
の
解
釈
の
多
く
は
大
場
に
引
き
継
が
れ
な
い
こ
と
と
比
較
す
る
と
注
目

す
べ
き
点
で
あ
る
。

（
9
）　
「
玉
依
比
売
命
神
社
の
児
玉
石
に
つ
い
て
考
察
を
施
し
た
時
、
本
品
の
意
義
が
あ
る
程
度
迄
判
明
し
た
と
考
え
て
い
た
」（
大
場

一
九
六
二
、八
八
頁
）。
な
お
、
こ
こ
で
は
子
持
勾
玉
の
起
源
を
玉
杖
に
求
め
て
い
る
。

（
10
）　

そ
の
後
、
後
藤
守
一
（
一
九
四
〇
）
は
「
古
墳
副
葬
の
玉
の
用
途
に
就
い
て
」
で
子
持
勾
玉
に
は
触
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
勾
玉
の
多
数
出

土
例
に
関
し
、
長
野
県
玉
依
比
売
命
神
社
、
新
潟
県
斐
太
神
社
・
奈
良
県
石
上
神
宮
の
例
、
な
ら
び
に
山
ノ
神
遺
跡
な
ど
の
祭
祀
遺
跡
で
の
出
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土
例
を
挙
げ
て
、
奉
斎
品
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
も
の
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
11
）　

大
場
は
昭
和
二
四
年
か
ら
講
演
案
・
案
内
状
・
謝
礼
袋
な
ど
を
年
毎
に
綴
っ
て
お
り
、
目
次
を
つ
け
て
整
理
し
て
い
た
。
そ
の
全
容
は
再
来

年
度
刊
行
予
定
の
目
録
で
公
開
さ
れ
る
が
、
資
料
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
本
資
料
は
平
成
二
十
一
年
六
月
一
日
～
七
月
二
五
日
に
開
催
さ
れ

た
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
企
画
展
お
よ
び
、
本
稿
の
基
礎
と
な
っ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
発
表
で
翻
刻
付
き
で
紹
介
し
た
。
翻
刻
は
杉
山
章

子
・
深
澤
太
郎
・
杉
山
林
継
の
各
氏
の
協
力
を
得
た
。

（
12
）　

折
口
年
譜
お
よ
び
全
集
収
録
作
品
の
題
目
は
「
剣
と
玉
と
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
13
）　

社
名
の
項
で
、
豊
玉
彦
の
子
で
あ
る
布
留
多
摩
命
を
挙
げ
、
鎮
魂
に
際
し
て
魂
の
振
起
を
促
す
作
用
を
挙
げ
て
安
曇
族
の
特
質
の
一
端
を
考

証
し
て
い
る
が
、
こ
の
鎮
魂
論
は
折
口
の
所
説
で
あ
る
。

引
用
文
献

遠
藤　

潤　

一
九
九
六　
「
宮
地
直
一
」『
東
京
帝
国
大
学
神
道
研
究
室
旧
蔵
書
目
録
お
よ
び
解
説
』
東
京
堂
出
版　

九
八
―
一
〇
九
頁

太
田　

亮　

一
九
二
九　
「
氏
神
の
発
達
」『
神
道
講
座
』
第
二
冊
、
神
道
攷
究
会

大
野
雲
外　

一
九
〇
六　
「
子
持
勾
玉
」『
東
京
人
類
学
会
雑
誌
』
第
二
一
巻
第
二
四
三
号
、
三
六
五
―
三
六
七
頁

大
場
磐
雄　

一
九
三
〇　
『
石
上
神
宮
宝
物
誌
』
大
岡
山
書
店

大
場
磐
雄　

一
九
三
七
ａ
「
考
古
学
上
よ
り
見
た
神
社
と
氏
族
」『
皇
国
時
報
』
第
六
三
八
号　

四
―
五
頁
、
第
六
三
九
号
、
八
―
九
頁

大
場
磐
雄　

一
九
三
七
ｂ
「
神
宮
々
域
発
見
の
子
持
勾
玉
と
滑
石
製
品
」『
皇
国
時
報
』
第
六
四
九
号
、
八
―
九
頁

大
場
磐
雄　

一
九
三
七
ｃ
「
子
持
勾
玉
私
考
」『
上
代
文
化
』
第
一
五
号
、
上
代
文
化
研
究
会
、
五
―
一
五
頁

大
場
磐
雄
・
佐
藤
民
雄
・
江
藤
千
万
樹　

一
九
三
八　
「
南
豆
洗
田
の
祭
祀
遺
跡
」『
考
古
学
雑
誌
』
第
三
八
巻
第
三
号
、
一
七
六
―
二
一
一
頁
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大
場
磐
雄　

一
九
四
二　
「
玉
依
比
売
命
神
社
の
児
玉
石
」『
信
濃
（
第
二
次
）』
第
五
号　

一
―
一
五
頁
、
第
六
号　

一
―
一
三
頁

大
場
磐
雄　

一
九
四
三　
『
神
道
考
古
学
論
攻
』
葦
牙
書
房

大
場
磐
雄　

一
九
四
九　
「
信
濃
国
安
曇
族
の
考
古
学
的
一
考
察
」『
信
濃
（
第
三
次
）』
第
一
巻
第
一
号
、
一
―
七
頁

大
場
磐
雄　

一
九
五
六　
「
常
世
に
い
ま
す
先
生
へ
」『
折
口
信
夫
全
集
月
報
』
一
七
、三
―
五
頁
、
中
央
公
論
社

大
場
磐
雄　

一
九
六
二　
「
祭
祀
遺
跡
の
考
察　

子
持
勾
玉
」『
武
蔵
伊
興
』
国
学
院
大
学
考
古
学
研
究
報
告
第
二
冊
、
綜
芸
社
、
八
七
―
一
〇
六
頁

大
場
磐
雄　

一
九
六
三　
「
楽
石
雑
筆
抄
一
―
新
野
行
―
」『
信
濃
』
第
一
五
巻
第
二
号
、
六
二
―
六
三
頁

大
場
磐
雄　

一
九
七
〇　
「
祭
祀
遺
蹟
の
研
究
」『
祭
祀
遺
蹟
―
神
道
考
古
学
の
基
礎
的
研
究
―
』
角
川
書
店

大
場
磐
雄　

一
九
七
五　
『
大
場
磐
雄
著
作
集
』
第
六
巻
、
雄
山
閣
出
版

大
場
磐
雄
・
今
泉
忠
義
・
西
角
井
正
慶　

一
九
四
七　
「
國
學
院
大
學
郷
土
研
究
会
略
史
」『
民
間
伝
承
』
一
一
巻
一
〇
・
一
一
号
、
折
口
信
夫
博
士

還
暦
記
念
特
輯
、
民
間
伝
承
の
会
一
七
―
二
二
頁

小
川
直
之　

二
〇
〇
四　
「
折
口
信
夫
の
新
野
調
査
と
写
真
」『
折
口
博
士
記
念
古
代
研
究
所
紀
要
』
第
七
輯
、
五
九
―
一
〇
五
頁

折
口
信
夫　

一
九
三
〇　
「
追
ひ
が
き
」『
古
代
研
究
』
民
俗
学
編
二
、
大
岡
山
書
店

折
口
信
夫　

一
九
三
二　
「
剣
と
玉
」『
上
代
文
化
』
第
七
号
、
國
學
院
大
學
上
代
文
化
研
究
会
、
五
―
一
五
頁

川
村
沓
樹
（
柳
田
國
男
）　

一
九
一
七　
「
玉
依
姫
考
」『
郷
土
研
究
』
第
四
巻
第
一
二
号
、
一
―
二
九
頁

木
内
石
亭　

一
八
〇
一　
「
石
劔
頭
」『
雲
根
志　

三
編
巻
之
五
』（
九
州
大
学
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ーhttp://record.m

useum
.kyushu-u.

ac.jp/unkonsi/unkonsi.htm

　

所
収
）

黒
川
寧
子　

二
〇
〇
八　
「
宮
地
直
一
旧
蔵
ガ
ラ
ス
乾
板
の
概
要
―
整
理
と
数
量
的
検
討
を
中
心
に
―
」『
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
研
究
報
告　

画
像
資
料
と
人
文
科
学
研
究
』
第
五
集
、
五
―
二
一
頁

國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所　

二
〇
〇
二　
『
子
持
勾
玉
集
成
』

國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
「
劣
化
画
像
の
再
生
活
用
と
資
料
化
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
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二
〇
〇
五
・
二
〇
〇
六　
『
大
場
磐
雄
博
士
写
真
資
料
目
録
Ⅰ
・
Ⅱ
』
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所

國
學
院
大
學
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー　

二
〇
一
〇　
『
大
場
磐
雄
博
士
資
料
目
録
Ⅱ
』

後
藤
守
一　

一
九
三
〇　
「
石
製
品
」『
考
古
学
講
座
』
雄
山
閣

後
藤
守
一　

一
九
四
〇　
「
古
墳
副
葬
の
玉
の
用
途
に
就
い
て
」『
考
古
学
雑
誌
』
第
三
〇
巻
第
七
号

佐
野
大
和　

一
九
七
五　
「
日
本
古
代
学
会
の
こ
ろ
―
楽
石
大
場
磐
雄
先
生
略
年
譜
補
遺
―
」『
信
濃
』
第
二
七
巻
第
一
〇
号
、
六
一
―
六
四
頁

佐
野
大
和　

一
九
七
六　
「
解
説
」『
大
場
磐
雄
著
作
集
』
第
五
巻
、
雄
山
閣
出
版

静
岡
県　
　

一
九
三
〇　
「
第
二
編
（
下
）
第
二
章
第
三
節
四　

新
居
町
二
宮
神
社
の
玉
類
」『
静
岡
県
史
』
第
一
巻
、
四
二
九
―
四
三
三
頁

篠
原
祐
一　

二
〇
〇
二　
「
子
持
勾
玉
小
考
」『
子
持
勾
玉
資
料
集
成
』
付
録　

國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所

島
田
貞
彦　

一
九
二
九　
「
琉
球
勾
玉
考
」『
歴
史
と
地
理
』
第
三
一
巻
第
一
号
、
三
〇
―
四
三
頁

椙
山
林
繼　

二
〇
〇
二　
「
子
持
勾
玉
」『
日
本
考
古
学
事
典
』
三
省
堂
、
三
〇
四
頁

高
橋
健
自　

一
九
二
八　
「
勾
玉
と
鈴
と
に
就
い
て
」『
考
古
学
雑
誌
』
第
一
八
巻
第
七
号
、
一
―
一
二
頁

谷
川
士
清　

一
七
七
四　
「
附
石
劔
頭
考
」『
勾
玉
考
』（
斎
藤
忠
編
一
九
七
九
『
日
本
考
古
学
史
資
料
集
成
』
吉
川
弘
文
館　

所
収
）

直
良
信
夫　

一
九
二
九　
「
子
持
勾
玉
の
研
究
」『
史
学
』
第
八
巻
第
三
号
、
一
三
七
―
一
六
三
頁

中
村
耕
作　

二
〇
〇
八
ａ
「
大
場
磐
雄
の
縄
文
時
代
精
神
文
化
研
究
―
「
石
器
時
代
宗
教
思
想
」
研
究
か
ら
「
縄
文
人
の
信
仰
儀
礼
」
研
究
へ
―
」『
祭

祀
考
古
学
』
第
七
号
、
祭
祀
考
古
学
会

中
村
耕
作　

二
〇
〇
八
ｂ
「
神
道
考
古
学
の
形
成
と
伊
豆
の
祭
祀
遺
跡
―
大
場
磐
雄
の
伊
豆
調
査
―
」『
平
成
二
〇
年
度
フ
ォ
ー
ラ
ム　

伊
豆
の
神

仏
と
國
學
院
の
考
古
学　

発
表
資
料
集
』
七
―
二
〇
頁
、國
學
院
大
學
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
「
祭
祀
遺
跡
に
見
る
モ
ノ
と
心
」
グ
ル
ー

プ

中
村
耕
作　

二
〇
〇
九　
「
大
場
磐
雄
「
神
道
考
古
学
」
提
唱
前
夜
の
祭
祀
遺
跡
研
究
」『
國
學
院
大
學
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』

第
一
号　

三
五
九
―
三
七
六
頁
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伴　

信
友　

一
九
〇
七　
「
神
名
帳
考
証
」『
伴
信
友
全
集
』
第
一
巻
、
国
書
刊
行
会

深
澤
太
郎　

二
〇
〇
五　
「
折
口
信
夫
と
大
場
磐
雄
」『
若
木
考
古
』
第
九
六
号
、
國
學
院
大
學
考
古
学
会
、
四
―
六
頁

宮
地
直
一　

一
九
一
〇　
『
神
祇
史
』
皇
典
講
究
所
國
學
院
大
學
出
版
部

宮
地
直
一　

一
九
一
九　
『
神
祇
史
綱
要
』
明
治
書
院

宮
地
直
一
（
谷
川
磐
雄
代
筆
）　

一
九
二
九　
「
神
社
と
考
古
学
」『
考
古
学
講
座
』
雄
山
閣

宮
地
直
一　

一
九
三
一　
『
諏
訪
史　

第
二
巻　

諏
訪
神
社
の
研
究
（
前
篇
）』
信
濃
教
育
会
諏
訪
部
会

宮
地
直
一　

一
九
四
九　
『
穂
高
神
社
史
』
穂
高
神
社
社
務
所

宮
地
直
一　

一
九
五
八　
『
神
道
史
』
上
巻
（
遺
稿
集
第
四
巻
）
理
想
社
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